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CLIの使用方法

この章では、Catalyst 3750スイッチを設定するための Cisco IOS CLI（コマンドライン インターフェ

イス）とその使用方法について説明します。具体的な内容は次のとおりです。

• コマンド モードの概要（p.2-2）

• ヘルプ システムの概要（p.2-4）

• コマンドの省略形（p.2-4）

• コマンドの noおよび default形式の概要（p.2-5）

• CLIエラー メッセージについて（p.2-5）

• コマンド ヒストリの使用方法（p.2-6）

• 編集機能の使用方法（p.2-7）

• showおよび moreコマンドの出力の検索とフィルタリング（p.2-10）

• CLIへのアクセス（p.2-10）
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コマンド モードの概要
Cisco IOS ユーザ インターフェイスには、多様なモードがあります。使用できるコマンドは、コマ

ンド モードによって異なります。システム プロンプトに疑問符（?）を入力すると、各コマンド

モードで使用できるコマンドのリストが表示されます。

スイッチ上でセッションを開始するときは、ユーザ モード（ユーザ EXEC モード）で始めます。

ユーザ EXECモードでは、コマンドの限られたサブセットしか使用できません。たとえば、現在の

コンフィギュレーション ステータスを表示する showコマンド、カウンタまたはインターフェイス
をクリアする clear コマンドなど、ユーザ EXEC コマンドのほとんどは 1 回限りのコマンドです。

ユーザ EXECコマンドは、スイッチを再起動すると失われます。

すべてのコマンドにアクセスするには、イネーブル EXEC モードを開始する必要があります。イ

ネーブル EXECモードを開始するには、通常、パスワードを入力する必要があります。このモード

では、任意のイネーブル EXEC コマンドを使用できるほか、グローバル コンフィギュレーション

モードを開始できます。

コンフィギュレーション モード（グローバル、インターフェイス、およびライン）を使用すると、

実行コンフィギュレーションを変更できます。設定を保存する場合、スイッチの再起動時にこれら

のコマンドが保存されます。各種のコンフィギュレーション モードにアクセスするには、最初にグ

ローバル コンフィギュレーション モードを開始する必要があります。グローバル コンフィギュ

レーション モードから、インターフェイス コンフィギュレーション モードおよびライン コンフィ

ギュレーション モードを開始することができます。

表 2-1に、主なコマンド モード、各モードのアクセス方法、各モードで表示されるプロンプト、お

よびモードの終了方法を示します。表の例では、ホスト名として Switchを使用しています。

表 2-1 コマンド モードの概要

モード アクセス方法 プロンプト 終了方法 モードの用途

ユーザ EXEC スイッチとのセッ

ションを開始します。

Switch> logoutまたは quitを入
力します。

次の作業を行います。

• 端末の設定変更

• 基本テストの実行

• システム情報の表示

イネーブル EXEC ユーザEXECモードで

enable コマンドを入
力します。

Switch# disable を入力して終了

します。

入力したコマンドを確認

します。このモードへの不

正アクセスを防止するに

は、パスワードを使用しま

す。

グローバル コン

フィギュレーショ

ン

イネーブルEXECモー

ドで configure コマン

ドを入力します。

Switch(config)# 終了してイネーブル

EXEC モードに戻るに

は、exit または end コ

マンドを入力するか、

Ctrl-Zを押します。

スイッチ全体に適用され

るパラメータを設定しま

す。
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config-vlan グローバル コンフィ

ギュレーション モー

ドで、vlan vlan-idコマ

ンドを入力します。

Switch(config-vlan)# 終了してグローバル

コンフィギュレーショ

ン モードに戻るには、

exit コマンドを入力し
ます。

イネーブル EXECモー

ドに戻るには、Ctrl-Z
または endを入力しま
す。

VLAN パラメータを設定

します。VTPモードがトラ

ンスペアレントな場合は、

拡張範囲 VLAN（VLAN ID

が 1006 以上）を作成して

スタートアップ コンフィ

ギュレーション ファイル

に設定を保存できます。

VLANコンフィ

ギュレーション

イネーブルEXECモー

ドで vlan database コ
マンドを入力します。

Switch(vlan)# 終了してイネーブル

EXEC モードに戻るに

は、exitを入力します。

VLAN データベースの

VLAN1 ～ 1005 に対して

VLAN パラメータを設定

します。

インターフェイス

コンフィギュレー

ション

グローバル コンフィ

ギュレーション モー

ドで（インターフェイ

ス を 指 定 し て）

interfaceコマンドを入

力します。

Switch(config-if)# 終了してグローバル

コンフィギュレーショ

ン モードに戻るには、

exitを入力します。

イネーブル EXECモー

ドに戻るには、Ctrl-Z
または endを入力しま
す。

イーサネット ポートのパ

ラメータを設定します。

インターフェイスの定義

方法の詳細については、

「インターフェイス コン

フィギュレーション モー

ドの使用方法」（p.11-8）を

参照してください。

同じパラメータで複数の

インターフェイスを設定

する場合は、「一定範囲の

インターフェイスの設定」

（p.11-10）を参照してくだ

さい。

ライン コンフィ

ギュレーション

グローバル コンフィ

ギュレーション モー

ドで、line vtyコマンド

またはline consoleコマ

ンドを使用して、回線

を指定します。

Switch(config-line)# 終了してグローバル

コンフィギュレーショ

ン モードに戻るには、

exitを入力します。

イネーブル EXECモー

ドに戻るには、Ctrl-Z
または endを入力しま
す。

端末回線のパラメータを

設定します。

表 2-1 コマンド モードの概要（続き）

モード アクセス方法 プロンプト 終了方法 モードの用途
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ヘルプ システムの概要
システム プロンプトに疑問符（?）を入力すると、各コマンド モードで使用できるコマンドのリス

トが表示されます。コマンドに関連するキーワードおよび引数のリストも表示されます（表 2-2を

参照）。

コマンドの省略形

スイッチがコマンドを一意のものとして認識できるだけの文字を入力する必要があります。

 show configurationイネーブル EXECコマンドを省略形で入力する方法を示す例を次に示します。

Switch# show conf

表 2-2 ヘルプの概要

コマンド 説明

help 各コマンド モードのヘルプ システムの簡単な説明が表示されます。

コマンドの省略形 ? 特定の文字列で始まるコマンドのリストが表示されます。

次に例を示します。

Switch# di?
dir disable disconnect 

コマンドの省略形 <Tab> 不完全なコマンド名を完全にします。

次に例を示します。

Switch# sh conf<tab>
Switch# show configuration

? 特定のコマンド モードで利用できるコマンドをすべて表示します。

次に例を示します。

Switch> ?

コマンド ? あるコマンドに関連するキーワードを表示します。

次に例を示します。

Switch> show ?

コマンド キーワード ? あるキーワードに関連する引数を表示します。

次に例を示します。

Switch(config)# cdp holdtime ?
  <10-255> Length of time (in sec) that receiver must keep this packet 
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コマンドの noおよび default形式の概要
ほとんどすべてのコンフィギュレーション コマンドに、no 形式があります。通常、機能または動
作をディセーブルにする場合、あるいはコマンドの動作を取り消す場合に、no形式を使用します。
たとえば、no shutdown インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用すると、イン

ターフェイスのシャットダウンが取り消されます。キーワード no なしでコマンドを使用すると、
ディセーブルにされていた機能が再度イネーブルになるか、デフォルトでディセーブルに設定され

ている機能がイネーブルになります。

コンフィギュレーション コマンドも default形式を使用できます。コマンドの default形式を使用す
ると、コマンド設定がデフォルト値に戻ります。ほとんどのコマンドはデフォルトでディセーブル

に設定されているので、default形式は no形式と同じです。ただし、一部のコマンドはデフォルト
でイネーブルに設定されており、変数を特定のデフォルト値に設定しています。このような場合、

defaultコマンドはそのコマンドをイネーブルにし、変数をそのデフォルト値に設定します。

CLIエラー メッセージについて
表 2-3に、CLIを使用してスイッチを設定するときに表示される可能性のあるエラー メッセージの

一部を示します。

表 2-3 CLIの主なエラー メッセージ

エラー メッセージ 意味 ヘルプの利用方法

% Ambiguous command: "show con" スイッチがコマンドとして認識で

きるだけの文字が入力されていま

せん。

コマンドを再入力し、そのあとに疑

問符（?）を入力します。コマンド

と疑問符の間にはスペースを入れ

ます。

コマンドとともに使用できるキー

ワードが表示されます。

% Incomplete command. コマンドに必要なキーワードまた

は値が十分ではありません。

コマンドを再入力し、そのあとに疑

問符（?）を入力します。コマンド

と疑問符の間にはスペースを入れ

ます。

コマンドとともに使用できるキー

ワードが表示されます。

% Invalid input detected at ‘^’ marker. コマンドの入力ミスです。キャレッ

ト（^）記号が間違っている個所を

示しています。

疑問符（?）を入力すると、そのコ

マンド モードで利用できるすべて

のコマンドが表示されます。

コマンドとともに使用できるキー

ワードが表示されます。
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コマンド ヒストリの使用方法
ソフトウェアは、入力されたコマンドの履歴（記録）を備えています。コマンド ヒストリ機能は、

アクセス リストなど長いまたは複雑なコマンドや入力を呼び出す場合に特に便利です。以下に説明

するように、この機能をカスタマイズしてニーズに適したものにすることができます。

• コマンド ヒストリ バッファ サイズの変更（p.2-6）（任意）

• コマンドの呼び出し方法（p.2-6）（任意）

• コマンド ヒストリ機能のディセーブル化（p.2-7）（任意）

コマンド ヒストリ バッファ サイズの変更

デフォルト設定では、スイッチはヒストリ バッファに 10のコマンドラインを記録します。現在の

端末セッションまたは特定回線のすべてのセッションに対してこの数値を変更できます。これらの

手順は任意です。

イネーブル EXECモードで次のコマンドを入力して、現在の端末セッションでスイッチが記録する

コマンドライン数を変更します。

Switch# terminal history [size number-of-lines]

指定できる範囲は 0～ 256です。

ライン コンフィギュレーション モードで次のコマンドを入力して、特定の回線上のすべてのセッ

ションでスイッチが記録するコマンドライン数を設定します。

Switch(config-line)# history [size number-of-lines]

指定できる範囲は 0～ 256です。

コマンドの呼び出し方法

ヒストリ バッファからコマンドを呼び出すには、表 2-4に記載されている動作のいずれかを実行し

ます。これらのアクションは任意です。

表 2-4 コマンドの呼び出し方法

動作1

1. 矢印キーは、VT100などの ANSI準拠端末でのみ動作します。

結果

Ctrl-P または上矢印キーを押す 最も新しいコマンドからヒストリ バッファのコマンドを呼び出

します。このキー操作を繰り返すと、続けて古いコマンドが呼

び出されます。

Ctrl-Nまたは下矢印キーを押す Ctrl-P または上矢印キーでコマンドが呼び出されてから、ヒス
トリ バッファの新しいコマンドに戻ります。このキー操作を繰

り返すと、続けて新しいコマンドが呼び出されます。

show history イネーブル EXEC モードで直前に入力されたコマンドをいくつ

か表示します。表示されるコマンドの数は、terminal history グ
ローバル コンフィギュレーション コマンドおよび history ライ
ン コンフィギュレーション コマンドの設定によって決まりま

す。
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コマンド ヒストリ機能のディセーブル化

コマンド ヒストリ機能は、自動的にイネーブルに設定されます。現在の端末セッションまたはコマ

ンドラインに対して、この機能をディセーブルにすることができます。これらの手順は任意です。

現在の端末セッションでこの機能をディセーブルにするには、terminal no historyイネーブル EXEC

コマンドを入力します。

回線のコマンド ヒストリをディセーブルにするには、no historyライン コンフィギュレーション コ

マンドを入力します。

編集機能の使用方法

ここでは、コマンド ラインの操作に役立つ編集機能について説明します。具体的な内容は次のとお

りです。

• 編集機能のイネーブル化およびディセーブル化（p.2-7）（任意）

• キーストロークによるコマンドの編集（p.2-8）（任意）

• 折り返すコマンドラインの編集（p.2-9）（任意）

編集機能のイネーブル化およびディセーブル化

拡張編集モードは自動的にイネーブルになりますが、ディセーブルまたはイネーブルを切り替えた

り、特定の回線に対してのみ拡張編集機能を使用するように設定したりできます。これらの手順は

任意です。

拡張編集モードをグローバルでディセーブルにするには、ライン コンフィギュレーション モード

で次のコマンドを入力します。

Switch (config-line)# no editing

現在の端末セッションの拡張編集モードを再度イネーブルにするには、イネーブル EXECモードで

次のコマンドを入力します。

Switch# terminal editing

特定のラインが拡張編集モードになるように再設定するには、ライン コンフィギュレーション

モードで次のコマンドを入力します。

Switch(config-line)# editing
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キーストロークによるコマンドの編集

表 2-5に、コマンドラインを編集するために必要なキーストロークを示します。これらのキースト

ロークは任意です。

表 2-5 キーストロークによるコマンドの編集

機能 キーストローク1 説明

コマンド回線上を移動して変更または修正を

行います。

Ctrl-B または左矢印キー
を押す

カーソルを１文字分後退させます。

Ctrl-F または右矢印キー
を押す

カーソルを１文字分前に進めます。

Ctrl-Aを押す カーソルをコマンドラインの先頭に移動しま

す。

Ctrl-Eを押す カーソルをコマンドラインの終わりに移動し

ます。

Esc Bを押す カーソルを１ワード分後退させます。

Esc Fを押す カーソルを１ワード分前に進めます。

Ctrl-Tを押す カーソルの左側の文字をカーソルの位置にあ

る文字と置き換えます。

バッファからすべてのコマンドを呼び出し、

コマンドラインにペーストします。スイッチ

は直前に削除された10項目をバッファに入れ

ます。

Ctrl-Yを押す バッファ内の最も新しいエントリを呼び出し

ます。

Esc Yを押す バッファの次のエントリを呼び出します。

バッファには直前に削除または切り取りした

10項目しか含まれていません。11回以上 Esc
Y を押すと、バッファの最初のエントリに戻
ります。

エントリを誤って入力した場合、または取り

やめたい場合に削除します。

Delete または Backspace
キーを押す

カーソルの左側の文字を消去します。

Ctrl-Dを押す カーソルの位置にある文字を削除します。

Ctrl-Kを押す カーソルの位置からコマンドラインの終わり

までの文字をすべて削除します。

Ctrl-UまたはCtrl-Xを押
す

カーソルの位置からコマンドラインの先頭ま

での文字をすべて削除します。

Ctrl-Wを押す カーソルの左側のワードを削除します。

Esc Dを押す カーソルの位置からワードの終わりまで削除

します。

小文字 / 大文字にする、または一連の文字を

大文字にします。

Esc Cを押す カーソルの位置にある文字を大文字にしま

す。

Esc Lを押す カーソルの位置にあるワードを小文字にしま

す。

Esc Uを押す カーソルの位置からワードの終わりまでを大

文字にします。

特定のキーストロークを実行可能コマンドと

して指定します（ショートカットとして指定

の可能性あり）。

Ctrl-Vまたは Esc Qを押
す
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折り返すコマンドラインの編集

画面上で 1行を超えるコマンドに対して折り返し機能を使用できます。カーソルが右マージンに達

すると、コマンドラインは 10スペース分左にシフトします。その行の最初の 10文字は見えません

が、スクロールして戻り、コマンドの先頭で構文を確認できます。キーストローク アクションは任

意です。

コマンドの先頭に戻るには、Ctrl-Bまたは左矢印キーを繰り返し押します。Ctrl-Aを押して行の先
頭にすぐ移動することもできます。

（注） 矢印キーは、VT100などの ANSI準拠端末でのみ動作します。

以下の例では、access-list グローバル コンフィギュレーション コマンドのエントリが 1行を超えて

います。カーソルが行の終わりに達すると、行が 10スペース分左にシフトして再表示されます。ド

ル記号（$）は行が左にシフトしたことを示します。カーソルが行の終わりに達するたびに、行が

再度 10スペース分左にシフトされます。

Switch(config)# access-list 101 permit tcp 131.108.2.5 255.255.255.0 131.108.1
Switch(config)# $ 101 permit tcp 131.108.2.5 255.255.255.0 131.108.1.20 255.25
Switch(config)# $t tcp 131.108.2.5 255.255.255.0 131.108.1.20 255.255.255.0 eq
Switch(config)# $108.2.5 255.255.255.0 131.108.1.20 255.255.255.0 eq 45 

入力の終了後、 Ctrl-A を押して完全な構文を確認してから Return キーを押してコマンドを実行し

てください。行の終わりに表示されるドル記号（$）は行が右にシフトしたことを示します。

Switch(config)# access-list 101 permit tcp 131.108.2.5 255.255.255.0 131.108.1$

ソフトウェアでは、端末の画面が 80 カラムであると仮定しています。それ以外の幅の場合は、

terminal widthイネーブル EXECコマンドを使用して端末の幅を設定します。

以前の複雑なコマンド エントリを呼び出して変更するには、コマンド ヒストリ機能で行折り返し

を使用します。以前のコマンド エントリの呼び出しについては、「キーストロークによるコマンド

の編集」（p.2-8）を参照してください。

端末の画面が表示できる範囲より長い行また

は画面を下にスクロールします。

（注） show コマンドの出力など、端末画面
で表示しきれない行のある出力には、
More プロンプトを使用します。More
プロンプトが表示されている場合は、
いつでもReturnキーおよびSpaceバー
のキーストロークを使用できます。

Returnキーを押す 1行下にスクロールします。

Spaceバーを押す 1画面下にスクロールします。

スイッチのメッセージが急に表示された場合

に現在のコマンドラインを再表示します。

Ctrl-LまたはCtrl-Rを押
す

現在のコマンドラインを再表示します。

1. 矢印キーは、VT100などの ANSI準拠端末でのみ動作します。

表 2-5 キーストロークによるコマンドの編集（続き）

機能 キーストローク1 説明
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showおよび moreコマンドの出力の検索とフィルタリング
show および more コマンドの出力を検索してフィルタリングできます。大量の出力をソートした
り、見る必要のない出力を省略したい場合に便利です。これらのコマンドの使用は任意です。

この機能を使用するには、showまたは moreコマンドを入力し、そのあとにパイプ文字（|）、キー

ワード begin、include、excludeのいずれか、および検索またはフィルタリング処理する文字列を続
けます。

コマンド | {begin | include | exclude} 検索する文字列

文字列では大文字 /小文字が区別されます。たとえば、 | exclude outputと入力すると、outputが含ま

れている行は表示されませんが、Outputが含まれている行は表示されます。

出力に protocolがある行のみを組み入れる方法を、以下に示します。

Switch# show interfaces | include protocol
Vlan1 is up, line protocol is up
Vlan10 is up, line protocol is down
GigabitEthernet1/0/1 is up, line protocol is down
GigabitEthernet1/0/2 is up, line protocol is up

CLIへのアクセス
コンソール接続、Telnet、またはブラウザを使用して、CLIへアクセスできます。

スタック マスターを使用して、スイッチ スタックとスタック メンバー インターフェイスを管理し

ます。個々のスイッチごとにスタック メンバーを管理することはできません。1つまたは複数のス

タック メンバーのコンソール ポートを経由してスタック マスターへ接続できます。スタック マス

ターに対して複数の CLIセッションを使用する場合には十分に注意してください。あるセッション

で入力したコマンドは、他のセッションでは表示されません。そのため、入力したコマンド以降の

セッションを追跡できなくなる場合があります。

（注） スイッチ スタックを管理する場合は、1つの CLIセッションを使用することを推奨します。

特定のスタック メンバー ポートを設定する場合は、CLI コマンドのインターフェイス指定部分に

スタック メンバー番号を指定する必要があります。インターフェイスの指定方法の詳細について

は、「インターフェイス コンフィギュレーション モードの使用方法」（p.11-8）を参照してください。

特定のスタック メンバーをデバッグするために、session stack-member-numberイネーブル EXECコ

マンドを使用して、スタック マスターからスタック メンバーへアクセスできます。スタック メン

バー番号は、システム プロンプトに付加されます。たとえば、Switch-2#はスタック メンバー 2の

イネーブル EXECモードのプロンプトです。Switchは、スタック マスターのシステム プロンプト

です。特定のスタック メンバーへの CLIセッションでは、showコマンドと debugコマンドのみを
使用できます。
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コンソール接続または Telnetを使用した CLIへのアクセス

CLI にアクセスするには、スイッチに付属のハードウェア インストレーション ガイドに記載され

ているように、まずスイッチのコンソール ポートに端末または PCを接続し、スイッチに電源を投

入する必要があります。次に、起動プロセスと IP 情報の割り当てに使用できるオプションについ

て理解するため、第 4章「スイッチの IPアドレスおよびデフォルト ゲートウェイの割り当て」を

参照してください。

スイッチが設定済みの場合は、ローカル コンソール接続またはリモート Telnetセッションを介して

CLIにアクセスできますが、この種のアクセスでは最初にスイッチを設定する必要があります。詳

細については、「端末回線に対する Telnetパスワードの設定」（p.9-7）を参照してください。

次のいずれかの方法で、スイッチとの接続を確立できます。

• スイッチのコンソール ポートを管理ステーションまたはダイヤルアップ モデムに接続します。
コンソール ポートへの接続の詳細については、スイッチのハードウェア インストレーション
ガイドを参照してください。

• リモート管理ステーションで、Telnet TCP/IPまたは暗号化 Secure Shell（SSH）パッケージを使
用します。スイッチは Telnetまたは SSHクライアントとネットワーク接続し、イネーブル シー
クレット パスワードを設定しておく必要があります。

スイッチに Telnet アクセスを設定する方法については、「端末回線に対する Telnet パスワード
の設定」（p.9-7）を参照してください。スイッチは同時に最大 16の Telnetセッションをサポー
トします。ある Telnetユーザが行った変更は、他のすべての Telnetセッションに反映されます。

スイッチに SSH を設定する方法については、「Secure Shell のためのスイッチの設定」（p.9-38）
を参照してください。スイッチは最大 5の安全な SSHセッションを同時にサポートします。

コンソール ポート、Telnet セッション、または SSH を介して接続すると、管理ステーション上に

ユーザ EXECプロンプトが表示されます。

ブラウザから CLIへのアクセス

この手順を実行する前に、ソフトウェア要件を満たしており（ブラウザと Java Plug-in設定を含む）、

スイッチのハードウェア インストレーション ガイドに記載されているとおりに IP情報が設定され

ていることを確認します。また、「端末回線に対する Telnetパスワードの設定」（p.9-7）に記載され

ているとおりに、Telnetパスワードをスイッチ（スタック、またはクラスタ化されている場合はコ

マンド スイッチ）に割り当てる必要があります。

Webブラウザから CLIにアクセスする手順は、次のとおりです。

ステップ 1 サポート対象ブラウザを起動します。

ステップ 2 URL フィールドには、スイッチ（スタック、またはクラスタ化されている場合はコマンド スイッ

チ）の IPアドレスを入力します。

ステップ 3 Cisco Systems Accessページが表示されたら、Telnetをクリックして Telnetセッションを開始します。

ステップ 4 スイッチのパスワードを入力します。

管理ステーション上にユーザ EXECモードのプロンプトが表示されます。
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（注） 表示した HTMLページのコピーは、ブラウザ セッションを終了するまで、ブラウザのメモリ キャッ
シュに保存されています。Cisco Systems Access ページをはじめ、これらのページを再表示するに
は、パスワードは不要です。保存されている Cisco Systems Accessページのコピーを再表示し、Web
Console - HTML access to the command line interfaceをクリックすると、CLIにアクセスすることが
できます。CLIまたは Cluster Management Suite（CMS）への不正アクセスを防止するために、ブラ
ウザ セッションの終了時にはブラウザを終了してください。
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